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昭和57年4 河
昭和63年10月
平成19年3月
学会等における活動(役職等)
日本水産学会支部評議員(昭和60年~平成10年、平成12年~現在)
日本水産学会評議員(平成6年~ 13年.平成18年~現在)
日本水産学会学会賞推薦委員(平成6年~7年)
口本水産学会学会賞学会賞選者委員いr成Ⅱ年~ 12年,平成15~18年)
日本水産学会理出(平成14年~ 17年)
Π本水産増殖学会評議員(平成3年~現在)
日本水産増殖学会副会長(平成Ⅱ年~15年)
日本水産増殖学会編染委員長(平成Ⅱ年~15年)
日木魚類学会評議員(昭和59年~現在)
日本動物遺伝育種学会理*や怖戈12年~ 18年)
水産台種研究会会長(平成Ⅱ年~14年)
水産育種研究会幹事(平成1年~ 10年,平成15年~現化)
Intern飢ionalAssociation for Genetics in Aquacult山'e, Board ofsymposium committec
(1998 ~ 2003)
東北大学を定年退職
日本水産学会賞奨励賞
日木動物学会賞
日木水産学会賞
社会における活動
商知県沿岸漁業等動向検討協議会委員(農林水産省中国・四国農政局)(昭和60年~平成11年)
渡川河川環境管理協議会委員(建設省四国地力*務局)(昭和62~平成3{月
徳島県む畠H水産バイオテクノロジー推進協議会委員印召和62年~平成Ⅱ年)
海洋生物集団の識別等に関する先導的評価手法開発事業企画推進委員(昭和62年~平成元年)
高知県あゆ種苗イj眺合対策委員会委員(昭和63年~平成2年)
渡川河川環境管理恊議会委員(建設省四倒地方事務局)(昭和63~平成允年)
商気Ⅲ,1河川流域資源活用促進恊議会委員会委員長(高知県内水棚漁述)(平成3年~平成6年)
徳島県バイオテクノロジー推進恊議会委員(徳N刷1"提林水産部)(平成4年~平成7年)
水産庁バイテク魚利朋指針検村委員会委貝(平成4年~現在)
高知県あゆ種苗供給女す策委員会評議員(平成3年~現在)
高知県資源答理型漁業推進協議会委員(平成3年~平成Ⅱ年)
水産生物有用形質識別開発手法開発事業技術委員会委員(平成5年~平成7年)
問知県海而利用恊議会会長(平万戈7年~平成Ⅱ年)
新魚種養殖技術開発検討委員会委員長(平成7年~平成16年)
遺伝子組み換え農作物等の環境安全性の硫保に関する検肘委貝会妥員
(艘林水産省)(平成12年~現在)
全山鰄水墨魚恊会技術開発検討委員会委員長(平成12年~平成15年)
水産バイオテクノロジー適正利用検討会委員 U提林水産省)(平成12午~現在)
岐阜県利・学技術顧問および研究評価委員(平成13年~現在)
宮城県科学研究評価委員会及び水産関係研究機関業務評価委貝会長(平成13年~17年)
?

者書・編書
魚類種族の生化学的判別(65-79)
日本水産学会監修(共著),1975,恒星社厚生閣
水産食品の鑑定(25-45)
日本水産学会監修(共著),1979,恒星社厚生閣
高知県の淡水生物(1-156)
落合明他(共著),1984,高知県内水面漁連
海をさぐる(211-234)
高知大学放送公開講座実施委員会,1986,高知大学
魚類解剖学(25-61)
落合明他(共著),1986,緑書房
マダイの資源培養技術(37-58)
日本水産学会監修(共著),1986,恒星社厚生閣
水産増養殖と染色体操作(104-117)
日本水産学会監修(共著),1989,恒星社厚生閣
士佐のアユ(1-240)
谷口順彦他(共著),1990,高知県内水面漁連
日本の淡水魚(339353)
川那部浩哉・水野信彦編・監修(共著),1990,山と渓谷社
黒潮のナゾを追う(118-119)
高知大学黒潮鬮研究所(共著),1991,高知新聞企業
士佐の川中東部編(21-42),(50-51)
高知県内水面漁業組合連合会(共著),1993,高知県内水面漁連
放流魚の健苗性と育成技術(63-74)
日本水産学会監修(共著),1993,恒星社厚生閣
生態ビラミッドと栽培漁業一資源回復への道,"黒潮のめぐみ"(147-160)
高知大学放送公開講座実施委員会,1993,高知大学
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21 4  士 佐 の 川 西 音 1 訴 覇 ( 1 9 - 4 D
高 知 県 内 水 面 漁 業 組 合 連 合 会 ( 共 君 り , 1 9 9 4 , 高 知 県 内 水 面 漁 連
1 5  黒 潮 と 士 佐 ( 1 4 3 - 1 4 9 )
高 知 大 学 黒 潮 圏 研 究 所 ( 共 著 ) , 1 9 9 4 , 高 知 新 聞 企 業
1 6  琉 球 の 清 流 ( 1 a ・ 1 6 8 )
池 原 貞 雄 ・ 諸 喜 田 茂 充 編 著 ( 共 著 ) . 1 9 9 4 , 沖 縄 出 版
1 7  現 代 の 水 産 学 ( 1 4 3 - 1 6 D
日 本 水 産 学 会 出 版 委 員 会 編 ( 共 著 ) , 1 9 9 4 , 恒 星 社 厚 牛 閣
玲 魚 類 の D N A 分 子 遺 伝 学 的 ア プ ロ ー チ ( 1 1 7 - 1 3 7 )
青 木 宙 ・ 隆 島 史 夫 ・ 平 野 哲 也 編 ( 共 茗 ) , 1 9 9 7 , 恒 星 社 厚 生 閣
1 9  水 産 育 種 に 係 わ る 形 質 の 発 現 と 評 価 ( 7 6 - 8 7 )
藤 尾 芳 久 ・ 谷 口 順 彦 編 ( 共 著 ) , 1 9 9 8 , 恒 星 社 厚 生 閣
2 0  M i c r o s a t e Ⅱ i t e  D N A  m a r l く e r s  f o r  m o n l t o r i n g  g e n e l i c  c h a n g e  i n  h a t c h e r y  s t o c k s  o f
r e d  s e a  b r e a m  ( p a g 1 1 ι S  抗 q 1 カ カ ,  F i s h l n g  N e w s  B o o k s  ( 2 0 6 - 2 1 8 ) ,
N . T a n i g u c h i ,  M .  T a k a g i ,  K .  M i l d t a , 2 0 0 0 ,  A  d i v i s l o n  o f  B l a c k w e 1 1  S c i e n c e  L t d
1 0 n d o n ,  U K
2 1  G e n e t i c  e v a l u a t i o n  o f  b r o o d  s t o c k  f o r  a q u a c u l t u r e  o f  r e d  s e a  b r e a m ,  R e c e n t
a d v a n c e s  i n  m a r i n e  b i o t e c h n 0 1 0 g y ,  V 0 1 4 A q u a c u l t u r e ,  p a d  B  F i s h e s  ( 1 - 1 の
N .  T a n i g u c h i  a n d  R .  p e r e z 、 E n r i q u e z , 2 0 0 0 ,  s c i e n c e  p u b l i s h e r s  l n c . ,  N H ,  U S A
2 2  D N A m a r k e r s  a s  a  t o o l f o r  g e n e t i c  m a n a g e m e n t  o f b r o o d s t o c k  f o r  a q u a c u l t Ⅱ r e , 1 n
A q u a t i c  G e n o m i c s  ( 4 1 7 - 4 2 9 )
N .  T a n i g u c h i ,  R .  p e r e z 、 E n r i q u e z  a n d  E .  N u g r o h o , 2 0 0 3 ,  s p r i n g e r ・ v e r l a g ,  T o k y o
2 3  G e n e t i c  f a d o r s  i n  b r o o d s t o c k  m a n a g e m e n t f o r  s e e d  p r o d u c t i o n .  R e v i e w s  i n  F i s h
B i 0 1 0 g y  a n d  F i s h e r i e s . 1 3  a 7 フ - 1 8 3 )
N .  T a n i g u c h i , 2 0 0 3 ,  N u w e r A c a d e m i c  p u b l i s h e r s ,  D o r d n e c h t , T h e  N e t h e r l a n d
2 4  生 物 学 入 門 ( 2 4 8 - 2 6 の
羽 柴 輝 良 ・ 山 口 高 弘 監 修 ( 共 著 ) , 2 0 0 3 , 培 唖 瞭 官
25 Broodstock managementfor stock enhancement programs of marlne fish with
assistance of DNA markers (a review). second lnternational symposium on
Stock Enhancement and sea Ranching, Jan.28・Feb l,2002, Kobe
N. Taniguchi,2004, Blackwe11Publishing, oxford, UK
U.調査報告書(科研費報告書など)
A.利・学研究費によるもの
I DNAフィンガープリントによるアユクローン系統識別および形質評価法に関す
る研究,科学研究費補助金(一般B)研究成果報告書(課題番号0445"9)
谷口順彦・開伸吾,1992・1的4年度,日本学術振興会
2 DNA多型による魚類の人工種苗および野生集団の遺伝的多様性に関する研究,
科学研究費補助金(・一般B)研究成果報告書(課題番号07456069)
谷口順彦・開伸吾・岩崎望,1995-1998年度,日本学術振興会
3 水産食資源動物の再生産機構における遺伝子レベルでの制御,科学研究費補助
金(未来開拓研究学術研究)研究成果報告書(課題番号RFTFO0902)
谷口順彦,1998 ~2001年度,日本学術振興会
4 DNAマーカーによる魚類の造伝的多キ論陛および集団の遺伝的管理に関する研
究,科学研究費補助金(基盤研究A)研究成果報告書(課題番号12306010)
谷口順彦・中嶋正道・池田実・高木基裕,2000~2002年度,日本学術振興会
5 魚類増養殖における集団遺イ云情報データベースの構築と保全シミュレーション
研究,科学研究費補助金(基盤研究A)研究成果報告書(課題番号15208018)
谷口順彦・中嶋正道・池田実,2003-2005年度,日本学術振興会
6 最小血縁個体選択交配による継代人工種苗の遺伝的多キ美性保全シミュレーション
研究,科学研究費補助金(基盤研究B)研究成果報告書(課題番号15208018)
谷口順彦・中嶋正道・池田実,2006-20俳年度,日本学術振興会
3
B.その他の公的機関からの研究費によるもの
1 四万十川の生物相に関する総合的研究
落合明・楳田晋・谷口順彦,1973,高知県中村市委託調査報告書,1-42
2 伊尾木川の生物と水質環境の研究
落合明・谷口順彦・古屋八重子,1975,高知県安芸市委託調査報告書,1-29
43  安 芸 川 の 生 物 と 水 質 環 境 の 研 究
落 合 明 . 谷 剛 偵 彦 ・ 古 屋 八 重 子 , 1 9 7 6 , 高 知 県 安 芸 市 委 託 朋 査 報 告 書 , 1 3 7
4  松 田 川 本 流 域 を 中 心 と し た 河 川 環 境 と 水 生 生 物 の 生 息 実 態 に っ い て
落 合 明 . 大 野 正 夫 ・ 谷 口 順 彦 ・ 福 島 博 ・ 高 田 昭 典 ・ 古 屋 八 重 子 , 1 9 7 6 , 晨
林 水 産 技 術 会 議 事 務 局 大 型 別 枠 研 究 グ ル ー プ .
5  発 育 段 階 別 減 耗 の 実 態 「 近 海 漁 業 資 源 の 家 魚 化 シ ス テ ム の 開 発 に 関 す る 総 合 研
落 合 明 . 楳 田 晋 ・ 谷 口 順 彦 , 1 9 7 6 , 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局 大 型 別 枠 研 究
グ ル ー プ
6  地 方 群 の 移 動 交 流 に 関 す る 集 団 遺 伝 学 的 分 析 「 近 海 漁 業 資 源 の 家 魚 化 シ ス テ ム
の 開 発 に 関 す る 総 合 研 究 」
谷 口 順 彦 . 木 島 明 博 . 1 9 8 6 , 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 局 大 型 別 枠 研 究 グ ル ー プ
フ ァ イ ソ ザ イ ム に よ る 魚 介 類 の 集 団 解 析 , 水 産 庁 漁 業 新 技 術 開 発 試 験 事 業
谷 口 順 彦 ・ 關 伸 吾 , 1 9 8 6 1 9 8 8 , 日 本 水 産 資 源 保 護 協 会
8  血 隹 吐 発 生 法 に よ る ア ユ の 有 用 形 質 の 識 別 評 価 に 関 す る 研 究 , 水 産 庁 新 技 術 開 発
試 験 事 業
谷 口 順 彦 ・ 關 伸 吾 , 1 9 9 0 - 1 9 9 3 , 日 本 水 産 資 源 保 護 協 会
9  水 産 生 物 の 造 伝 的 多 キ 論 性 の 評 価 お よ び 保 存 に 関 す る 技 術 マ ニ ュ ア ル , 漁 業 新 技
術 開 発 試 験 事 業
谷 口 順 彦 , 1 9 9 4 - 1 9 9 8 , 水 産 庁
1 0  卵 質 に 及 ぼ す 親 魚 の 造 伝 的 影 響 , 健 苗 育 成 技 術 開 発 事 業
谷 口 1 順 彦 , 1 9 9 6 2 0 0 0 , 水 産 庁
H  導 入 魚 種 の 遺 伝 ・ 育 種 学 的 評 価 に 関 す る 研 究 , 新 養 殖 技 術 開 発 事 業 報 告 書
谷 口 順 彦 ・ 中 嶋 正 道 , 2 0 0 1 - 2 0 0 3 , 全 国 か ん 水 養 魚 協 会
稔 魚 類 集 団 の 有 効 な 大 き さ 及 び 近 交 弱 勢 と そ の 発 現 防 止 に 関 す る 研 究 、 平 成 1 2 年
度 水 産 生 物 の 遺 伝 的 多 様 性 と 近 親 交 配 の 解 明 並 び に 保 存 技 術 の 確 立 事 業 報 告 筈
谷 口 順 彦 ・ 中 嶋 正 道 ・ 池 田 実 , 2 0 0 0 - 2 0 0 3 , 日 木 水 産 資 源 保 護 協 会
1 3  ア ユ の 遺 伝 的 多 様 性 保 全 指 針 作 成 調 査 , 健 全 な 内 水 面 生 態 系 復 元 推 進 事 業
谷 口 順 彦 ・ 池 田 実 , 2 0 0 0 - 2 0 0 4 , 水 産 庁
1 4  和 歌 山 の 海 産 ア ユ の 増 殖 に 関 す る 遺 伝 ・ 生 態 学 的 調 査 研 究 .
谷 口 順 彦 ( 発 行 者 ) , 2 0 0 2 - 2 0 0 3 , 財 団 法 人 か き 研 究 所
」
?
15アユの健苗性の促進に関する研究一人工種苗の遺伝的多様性と生態的特性の保
全を目指してー
谷口順彦・中嶋正道・池田実・高木修蔵・谷Π道子,2003-2004,高知県内水
面種苗センター
Ⅲ 研突論文
Comparative electrophergrams of muscle proteins of three species of lizard
丘Shes referable to the genus Sα託ガda
N. Taniguchi, BU11. Japan. SOC. sci. Fish.,35:885-890,1969
Comparative oste010gy of sciaenid fishes from Japan and its adjacent waters・1,
Neurocraniutn
N. Taniguchi, Japan. J.1Chthy01,16:55-67,1969
Comparative oste010gy of sciaenid 負Shes h'om Japan and its adjacent lvaters・Ⅱ,
Verlebrae
N. Taniguchi, Japan. J.1Chthy01,16:153-156,1969
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61 0  ホ ル モ ン で 成 熟 促 進 さ せ た ウ ナ ギ の 血 " 女 性 状 の 変 化
落 合 明 ・ 小 川 学 ・ 楳 田 晋 ・ 谷 口 順 彦 , 日 水 誌 , 4 1 : 6 0 9 - 6 1 4 , 1 9 乃
1 1  P o l y m o r p h i s m  i n  t h e  H v e r  e s t e r a s e  p a t t e r n  o f t h e  s p a l ' i d  丘 S h  刀 ι 究 t ι %  t 記 抗 i f ' r 0 π S
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1 フ ァ イ ソ ザ イ ム に よ る 二 べ の 半 き ょ う だ い の 両 親 判 別
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4 1  H i g h  h e t e r o z y g o s i t y  a t  G p i ・ 1  i n  g y n o g e n e t i c  d l p l o i d s  a n d  t r i p l o i d s  o f  a y u ,
P 1 ι C O " 1 0 S S 泓 S  a l t i υ ι l i s
N .  T a n i g u c h i ,  A .  N j i m a  a n d  J .  F u k a i  B U Ⅱ .  J a p a n .  S O C .  s c i . , 5 3 : 7 1 7 ー フ 2 0 , 1 9 8 7
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谷口順彦・東建作・楳田晋,
"日本および韓国の天然アユ集団間の遺伝的分化
関伸吾・谷口順彦・田祥麟,日水誌,54:559568,1988
45 A11experimentalstudy on genetic dria jn hatchery population ofred sea bream
K. sugama, N. Taniguchi, and s. umeda, BU11. Japan. SOC. sci. Fish,54:739-744,
1988
46 アイソザイム遺伝標識による放流湖産アユの追跡
関伸吾・谷口1順彦,日水誌,54:745-749.19朋
47 1nduction of 加O Types of gynogegetic diploids by hydrostatic pressure shock
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N. Taniguchi, S. seki, J. Fukai, and A. Njilna, BU11. Japan. SOC. sci. Fish,54:1483・
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48 1nterspeci丘C genetic divergence in sciaenids from Japan and its adjacent waters
N.R. Menezes and N. Taniguchl, Janan.].1Chthy01.,35:40-46,1988
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49 Genetic divergence and relationship among 6fteen species of genera Trachurs,
DecapteNS, selar and selaroides
A.1qjima, N. Taniguchi and A. ochiai, Janan. J.1Chthy01.,35:67-175,1988
50 Genetic divergenece in ⅡZard nshes ofthe genus saurida from southern Japan
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G e n e t i c  v a r i a t i o n  i n  q u a n t i t a t i v e  c h a r a c t e r s  o f  m e i o a c ・  a n d  m i t o t i C  創 n o g e n e t i c
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R S .  N i a h ,  K .  Y a m a 0 1 く a ,  Y . 1 n a d a  a n d  N . T a n i g u c h i , 日 水 誌 , 5 6 : 5 6 9 - 5 7 5 , 1 9 9 0
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64人為三倍体アユのギロダクチルスおよび横川吸虫に対する感受性
稲田善和・吉村研治・谷口1順彦,魚病研究,25:115-116,1990
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67 人為三倍体アユの諸特性について
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木島明博・谷口順彦・坂東喜久雄・向井龍男,水産育種,15:51-57,1990
69 人工種苗放流マダイに見られるなわばり行動
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5 1  リ ュ ウ キ ュ ウ ア ユ の 人 工 増 殖
谷 口 順 彦 , 淡 水 魚 保 護 兜 終 刊 号 , 1 1 6 Ⅱ 8 , 1 9 9 2
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5 3  人 工 種 苗 マ ダ イ の な わ は わ 様 行 動 と 密 度 お よ び 奇 形 と の 関 係
山 岡 耕 作 , 井 上 憲 一 郎 , 谷 口 順 彦 , く ろ し お 特 別 号 , & 2 1 - 2 5 , 1 9 9 4
5 4  T Ⅱ t i n g  b e h a v i o u r  a n d  i t s  l e a r n i n g  i n  j u v e n i l e  r e d  s e a  b r e a m ,  p a g ナ 1 ι S  抗 α j o ? '
K . Y a m a o k a ,  E .  Y a m a m o t o  a n d  N .  T a n i g u c h i ,  B U Ⅱ .  M a r i .  s c i .  F i s h .  K o c h i  u n i v . ,
1 4 : 6 3 - 7 2 , 1 9 9 4
郭 魚 類 の 人 工 種 苗 放 流 と 野 生 集 団 の 遺 伝 的 保 全
谷 口 順 彦 , 海 洋 , 2 6 : 5 0 1 - 5 0 4 , 1 9 9 4
5 6  湖 産 ア ユ と 海 産 ア ユ の 違 い に つ い て ( 上 )
谷 口 順 彦 , 養 殖 , 3 8 6 : 7 6 7 9 , 1 9 9 4
5 7  湖 産 ア ユ と 海 産 ア ユ の 違 い に つ い て ( 下 )
谷 口 順 彦 , 養 殖 , 3 8 7 : 1 1 0 - 1 1 4 , 1 9 9 4
5 8  U s e  o f  D N A  f i n g e r p r i n t i n g  i n  g y n o g e n e t i c  b r e e d i n g  p r o g r a m s  o f  a y u ,
, 1 ι C o g l o s S 1 ι S  a l t i υ ι 1 太
H .  S .  H a n ,  N .  T a n i g u c h i ,  A .  T s u j i m u r a  a n d  H .  M a n n e n ,  B U 1 1 .  M a r i .  s c i . F i s h
K o c h i  u n i v . , 1 5 : 9 9 - 1 0 4 , 1 9 9 5
5 9  S p i n y  l o b s t e r ・ f i s h e r y  i n  p a l a w a n ,  p h i l i p p i n e s  w i t h  c o n s i d e r a t i o n s  o n  i t s
C o n s e N a t i o n  a n d  m a n a g e m e n t .
B .  J .  G o n z a l e s  a n d  N .  T a n i g u c h i ,  B U Ⅱ .  M a r i .  s c i .  F i s h .  K o c h i  u n i v . , 1 5 : 1 2 1 - 1 3 0 ,
1 9 9 5
6 0
ア ユ の 生 態 に つ い て . 一 海 産 ア ユ の 資 源 増 大 に つ い て ー
谷 口 順 彦 , 日 本 水 産 保 護 協 会 月 報 , 3 8 5 : 5 - 6 , 1 9 9 6
6 1
マ ダ イ の 集 団 分 析 に お け る R A P D ・ P C R お よ び D N A フ ィ ン ガ ー プ リ ン ト の 応 用
研 究
谷 口 順 彦 , 高 木 基 裕 , 庄 司 栄 治 郎 , く ろ し お 特 別 号 , 1 0 : 1 1 - 2 0 , 1 9 9 6
6 2
海 外 に お け る 養 殖 と 育 種 研 究 動 向
谷 口 } 順 彦 , 養 殖 , 1 0 : 5 2 - 5 7 , 1 9 9 6
63魚種別・育種研究の現状と課題.マダイ
谷口順彦,養殖,10:58-62,1996
Habitat and reproductive traits similarities of dragonet fishes in Tosa Bay,
Japan,with notes on their evoluuonary history
B.J. Gonzales and N. Taniguchi, BU11. Mari, sci. Fjsh. Kochi univ.,17:89-96,1997
Genetic relationships among thirteen species of dragonets (ca11ionymidae)
inferred from aⅡOzyme marlくers
BJ. Gonzales, S. seld and N. Taniguchi, BU11. Mari. sci. Fish. Kochi univ.,17:97・
107,1997
Practicalmanualodetection ofDNA polymorphism in 行Sh population study
E. Nugroho, M. Takagi and N. Taniguchi, BU11. Mari. sci. Fish. Kochi univ.,
17:109-129,1997
アユの2地理的品種および1亜種の鱗相の比較研究
関伸吾,村上直澄,高道昭,谷口順彦,高知大学海生研報,17:131-139,1997
魚介類の遣伝的多様性とその評価法,
谷口1順彦,海洋と生物,123:280-289,1999
遺伝育種研究の進歩と生物生産;遺伝的多様性と水産増殖に関する研究レビュー
谷口1順彦,白石学編中央水産研究所発行,1-16,2001
魚類の遺伝的多様性と増殖ーマダイ;遺伝的多様性と水産増殖に関する研究レビュー
谷口順彦,白石学編中央水産研究所発行,59-67,2001
魚類集団における遺伝的多様性の評価と保全一種苗生産と放流事業のあり方を
めぐって
谷口順彦,平成14年栽培漁業技術中央研修会テキスト集,1-9,2002
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マ , イ タ リ ア )
5
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C o n s e N a t i o n  o f w i l d  s t o c k
N .  T a n i g u c h i ,  H y o n  s o b  H a n  a n d N d o  T s u j i m u r a , 1 9 9 3 ,  w o r k s h o p  o n  g e n e t i c s i n
a q u a c u l t u r e  l n  A s i a  a n d k n e r i a  ( ハ ワ イ , 米 国 )
6  G e n e t i c  v a r i a t i o n  i n  s o m e  p h y s i 0 1 0 g i c a l t r a i t s  o f  d o n a l  a y u  ( 円 1 ι C o g l o s S 1 イ S  a l t 加 e h ' S )
U n d e r  s t r e s s e d  a n d  n o n ・ s t r e s s e d  c o n d i t i o n s
G .  D e l v N l e  a n d  N .  T a n i g u c h i , 1 9 9 4 , " G e n e t i c s  i n  A q u a c u l t u r e  v " ( ハ リ フ ァ ツ
ク ス , カ ナ ダ )
7  G e n e t i c  v a r i a b i l i t y  a n d  p e d i g r e e  t r a c i n g  o f  a  h a t c h e r y ・ r e a r e d  s t o c k  o f  r e d  s e a
b r e a m  ( p a g ア 記 S u a j 0 力
R  p e r e z 、 E n r i q u e z ,  M .  T a k a g i  a n d  N .  T a n i g u c h i , 1 9 9 7 , " G e n e t i c s  i n  A q u a c u l t u r e
Ⅵ " ( ス タ ー リ ン , ス コ ッ ト ラ ン ド , 英 国 )
8  E s t i m a t i o n  o f  e f f e c t i v e  n u m b e r  o f  p o p u l a t i o n  a n d  i n b r e e d i n g  c o e 錨 C i e n t  i n
h a t c h e r y  r e a r e d  r e d  s e a b r e a m  b y u s i n g  m i c r o s a t e Ⅱ i t e  D N A M a r k e r
N .  T a n i g u c h i  a n d  R i c a r d o  p e r e z ・ E n r i q u e z , 1 9 9 9 ,  c o n f e r e n c e  o f  w o r l d
A q u a c u l t u r e  s o c i e w  ( シ ド ニ ー 、 オ ー ス ト ラ リ ア )
9 Evaluation ofgenetic variabiliw and e丘ective size of population by DNA lnal'kers
in relation with conse1刃alion ofwild fish population
N. Taniguchi and Estu,2000,1nternational symposium on Aqua、genomics (東
京)
10Genetic contr010ftl〕e 即'OMh in the guppy (P0ιa'1iα 1でtiC1ι1αta)
M. Nakajima and N. Taniguchi,2000,11Genetics in Aquaculture V11"(タウンズビ
ル,オーストラリア)
11Charaderization of micro・saleⅡite DNA markers detected in the guppy p0ια'1ia
光h'adata
Nalくajilna, M. and N. Taniguchi,2001, The 2nd world conference on ornamenlal
6Sh aquaculture "Aquarama200111 (シンガポール)
12Significance of genetic management of bl'oodstocIく in aquaculture using DNA
n]arkers
N' Taniguchi,2001,1nlernational commemorative symposium,70th A11niversary
Oflhe Japanese society of Fisheries science (キ黄i兵)
13 Avalability of genetiC 血fonnation of hypersensitive DNA markers for hatchery
Stock managemenland wild stock conse1刃ation
N. Taniguchi,2002, The 2nd lnternational symposium on stock enhancement
and searanching (袖戸)
14 Microsate11ile DNA analysis of genetic diversity in ]apanese and chinese
threeline grunl (parαつπ'st功01πα hilhleat記"1)
K. Kumagai, A. A. Barinova, M. Nalくajima and N. Taniguchi,2002, The 5th Korea・
Japan σapan・Korea) BiannualJoinlMeeting Kunsan National university (群山,
韓国)
35
15DNA lnarkers linked with slrain di丘erences of body size in the guppy (P0ιCilia
兜ガαdatω
Nakajilna, M.,1. watanabe, A. Barinova and N. Taniguchi,2003, The 2nd
Internationalsylnposium on Aqualic Genomics (東京)
16Pedigree evaluation of Barfin aounder halchery progenies for slock
enhancementbymeans oflnicrosateⅡite DNAmarkers
M. M.011ega・vilaizan Rolno, M. Nalくajima, S. suzuki, A. Nishild, N. Taniguchi,
2003, Marine Biotechn010gy conference 2003 (千雰幻
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1 7  C o n s t r a c t i o n  o f  H n k a g e  m a p  a n d  d e t e c l i o n  o f  m a r k e 玲 Ⅱ n l く e d  w i t h  s e x  a n d  b o d y
C 0 1 0 r  ( G o l d e n )  d e t a ' m i n i n g  l o c i l n  g u p p y  四 0 ι d l i α ア ι h ' α イ 1 α t a
W a t a n a b e ,  T . ,  M .  N a k a j i m a ,  M .  Y o s h i d a  a n d  N .  T a n i g u c h l , 2 0 0 3 , " G e n e t i c s  i n
A q u a c u l t 山 ' e Ⅵ 1 1 " ,  u n i v e r s i d a d  d e  c h Ⅱ e  ( プ エ ル ト バ ラ ス , チ リ ー )
1 8  F r a m e w o r k  o f l o n g  l e r m  m o n H o r i n g  f o r  b i o ・ d i v e r s i t y  a n d  g e n e t i c  d i v e r g e n c e  i n
f l ' e s h w a t e r  f i s h c s  o f t h e  M e k o n g  R i v e r  i n  r e l a t i o n  t o  e x t i c l i o n  r i s k  e v q a l u a t i o n
N .  T a n i g u c h i , 2 0 0 4 ,  T h e  2 n d  i n t e r n a l i o n a l  w 0 1 ' k s h o p  o f  M e l く 0 n g  R i v e r
E c o s y s t e m  M o n i t o r i n g  n ' o i j e c t  ( 昆 明 , 「 1 コ 国 )
1 9  R e p o r t  o f 1 1 〕 e  w o r k s h o p  o n  b i o ・ d i v e r s i t y  i n  s p e c i e s  a n d  g e n e t i c  m a r k e r s  o f  6 S h  i n
M e k o n g N v e r
A .  T e n n v i d c h a k o r n  a n d  N .  T a n i g u c h i , 2 0 0 5 ,  T h e  3 n d  i n t e r n a t i o n a l  w o r k s h o p  o f
M e k o n g  R i v e r  E c o s y s t e m  M o n i t o r i n g  p r o i j e c t  ( ア ン ジ ャ ン , ベ ト ナ ム )
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